
 

 

中部イノベ―ション創出共同体 

産業技術の芽 

 

 

 

技術分野分類  ４８０３：無機工業材料                       

技術キーワード  Ｌ：多孔体                       

産 業 分 類  E-21：窯業・土石製品製造業、E-28：電子部品・デバイス・電子回路製造業                 
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概  要 

 

フィルターや膜の貫通孔におけるネック部は材料の機能性を決定づける重

要な部分です。このネック部の細孔径を非破壊でサブナノ～ミクロンオーダー

まで測定できる技術は、多孔体の開発や特性向上に非常に重要である。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

細孔径を直接評価する装置としてはパームポロメーター、ナノパームポロメ

ーターがあり、0.5nm 以上の細孔を測定することができる。また、0.5nm 以

下の細孔はガス透過法による室温～高温での間接測定が可能である。図-1 に

メソポーラス材料の耐久性評価、図-2 に分離膜のガス分離特性評価を示す。 

本技術の 

有用性 

本技術はガスや液体の流れが律速となる、貫通孔のネック部の評価ができる

ため、フィルター、分離膜、触媒担体などの多孔質材料の評価に最適である。 

 

 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 
Kelvin diameter / nm

P
e
rm

e
a
n
ce

d
is

tr
ib

u
tio

n
 /
 n

m
-1

1/Temperature / K-1

P
e
rm

e
a
n
ce

/ 
m

o
l/m

2
･s
･P

a

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0 5 10 15

as-prepared

after hydrothermal exposure 50h
5Ni--Al

2
O

3

10
-12

10
-11

10
-10

10
-9

10
-8

10
-7

10
-6

0.001 0.0015 0.002 0.0025 0.003

He
H2
CO2
Ar
N2

SiO2/-Al2O3/-Al2O3

 

 

適用可能製品 
フィルター、分離膜のガス透過・ガス分離特性評価、触媒担体の比表面積・

細孔径分布評価、多孔質材料の耐熱・耐水蒸気性評価などに適用できる。 
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貫通孔の機能性を特徴づけるネック部の細孔径分布を非破壊で評価 

～サブナノからミクロンオーダーの細孔径分布の測定技術～ 

図-1 ポーラス材料の耐久性評価結果 

（一財）ファインセラミックスセンター 

図-2 膜のガス分離特性評価結果 


